
『知っている人は知っている　 
コントラバス業界の大スター 
『ボッテジーニ』について』

第3回　大人の音楽室



ボッテジーニ
身長：高い

1840年台ヨーロッパの人の平均身長：165cmくらい

ちなみに

NEXT→どんな人だったか？



ジョヴァンニ・ボッテジーニ（Giovanni Bottesini）

・作曲家、指揮者、コントラバス奏者

・1821年12月22日 - 1889年7月7日（67歳没）

・卓越した技巧から「コントラバスのパガニーニ」と呼ばれる

業界内では『超！』有名⼈

パガニーニ：イタリアの伝説的なヴァイオリニスト（1782‒1840） 
超絶技巧の代名詞のような存在。奏技術とカリスマ性はのちの音楽家に大きな影響を与える

フランツ・リスト：ピアノ界の「パガニーニ」

コントラバスの『パガニーニ』

・イタリア　ロンバルディア州クレーマ生まれ

ドラゴネッティ  
1763年～1846年

地図あり

第2回大人の音楽室

NEXT→ボッテジーニどんな人生？ 
　　コントラバス業界あるある



コントラバス業界あるある

かなり面白いエピソードを持っている人が多い
コントラバス：楽器の特性上、ものごころついて
から始める人がほとんど

バイオリンやピアノといった3歳、
4歳から始める世界ではない

人生を歩んでいく中で、どの段階で音楽という世界にハマって、
コントラバスと出会うのか？

NEXT→ボッテジーニのコントラバスとの出会い 
年表



ボッテジーニ　年表　～コントラバスと出会うまで～

1821年　イタリア　ロンバルディア州クレーマで生まれる。 
　　　　  父親は音楽家（クラリネット奏者） 
　　　 　 幼少期よりバイオリンを習う

父親はボッテジーニを音楽家として育てたかった
↓

ミラノ音楽院の受験を考える
家庭は裕福ではない↓

奨学生として入学することを考える

音楽学校はお金がかかる

父親はボッテジーニの 
音楽的な才能に気がついた

クレーマ↔ミラノ　約50Km

バイオリンでの入学をあきらめ、奨学金枠の空いていた楽器・コントラバスを選択

そこで！

ミラノ音楽院 
イタリア最大の名門音楽学校 
入試は難易度が非常に高い。入学には高
いレベルの音楽力と実技、語学力が必要　　

↓
数週間、練習しただけで、見事ミラノ音楽院に合格

ルイージ・ロッシ先生に師事

5歳頃から

14歳

NEXT→つまり

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%88%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9


つまり

・幼少期よりバイオリンを弾いていた

・音楽家となるためにミラノ音楽院の受験を考える

・家庭の事情でバイオリンでの入学を断念、 
　　　　　奨学金を得るために仕方なくコントラバスを始める

・数週間、練習しただけで、見事ミラノ音楽院に合格

NEXT→幼少期からのバイオリンで習得した技術とは？

・ミラノ音楽院を４年間で卒業できるほどの才能
幼少期からのバイオリンで習得した技術を活かして活躍



幼少期からのバイオリンで習得した技術

・弓の持ち方→従来の持ち方(ジャーマン弓)ではなく 
　バイオリンと同じ持ち方（フレンチ弓）で弾く

・バイオリンと同じ持ち方でコントラバスを 
　弾いたのはボッテジーニが初めて

ジャーマン弓

ボッテジーニ：フレンチ弓

フレンチ弓

バイオリンの持ち方でコントラバスを弾く

NEXT→もう一つの特徴



ボッテジーニ：弦は３本

弦は３本で弾く
・通常→弦は４本　G(ソ)  D(レ)  A(ラ)  E(ミ)
・ボッテジーニは１本減らした３本で演奏

G 
(ソ)D 

(レ)
A 
(ラ)

E 
(ミ)

普通のコントラバス

NEXT→なぜ３本に？



ボッテジーニ：弦は３本

弦は３本で弾く
・通常→弦は４本　G(ソ)  D(レ)  A(ラ)  E(ミ)
・ボッテジーニは１本減らした３本で演奏

なぜ３本に？
・独奏（ソロ）で弾きやすい

・弦の張りを強くして弾いた

ハーモニクスが美しく響く

さらに加えて

楽器がよく響く

音自体が低すぎるので、弦の張りを
強くして音が華やかに目立つように
工夫した

NEXT→年表に戻る



ボッテジーニ　年表　～出世編　有名人になるまで～

ミラノ音楽院に合格した後 
↓ 

４年間で卒業

ルイージ・ロッシ先生に師事

↓ 

1835年14歳

1839年　18歳 通常は7年で卒業

地元クレーマを中心に仲間や兄弟と共に音楽活動を開始

↓ 
卒業後

地元でその演奏が評判になる

当時1500席と、かなり大きな劇場

自作自演が基本

NEXT→クレーマ、ミラノ、ヴェネツィア位置関係

ヴェネツィアのサン・ベネデット劇場の首席コントラバス奏者になる
1844年　23歳


